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第 1 章 はじめに 

 JSL1の子どもたちは、成人の日本語学習者とは異なり、発達の途上であり、学ばなければなら

ないことが山のようにある。日常会話ができても、学習言語能力が十分に備わっておらず、日本

語への依存度が高い教科では、「お客様状態」に陥ってしまう子どもは少なくない。発達途上の子

どもにとって、学習の断絶は決して起きてはならないことである。 

では、どのような能力を身につけなければならないのであろうか。西原（1996:71）は、「子ど

もの認知的能力の発達は、理解力、とくに読解力と深く関係している。」と述べ、子どもの発達に

おける読解力の必要性を主張している。 

本研究では、韓国人児童生徒の学習環境・言語観・読書習慣・読書姿勢について調査・分析を

行い、これらが、彼らの学習言語能力、特に「読む力」にどのような影響を与えるのかを明らか

にすると共に、日本語支援者が彼らのために何ができるのかを提示する。さらに、母語と日本語

を用いたダブル・リライト教材2を使用した活動を採用し、効果的だと思われる支援方法を提案す

ることを目的とする。 

 

第 2 章 背景調査 

JSL を取り巻く現状、特に、調査協力者が在住する H 市の取り組みを調査するとともに、彼ら

が通っていた日本語支援教室の教員２名へインタビューを実施し、H 市が抱える問題を明らかに

する。 

 

第 3 章 調査協力者を取り巻く環境 

浜田ほか（2006）の同心円図を参考に、韓国・日本における人的ネットワークの変化、さらに、一日のサ

イクルを書き出し、両国での生活習慣の変化を明らかにする。また、言語観・二カ国間を移動した際の心

理状態について、インタビューを実施する。 
 

第 4 章 読書力 

本稿では、内容の読み取りから産出までの力を「読む力」とする。さらに、本研究における「読

書力」とは、上記で述べた「読む力」に加え、本に対する知識・読書習慣・読書姿勢をも含めた

ものとする。 

本章では、「読書習慣」「読書姿勢」「読む力」について調査を行う。「読む力」については、

Developmental Reading Assessment, Grades 4-8（Beaver, J.M. 2006）での評価項目を参考に、

推測・再生・内容理解度・スキャホールディングの観点から「読む力」を測定する。 

 

 
1 「Japanese as a Second Language(JSL)の子ども」とは、「日本語を第二言語として学ぶ子ども」を意味する。

（川上 2006：15） 
 
2 ダブル・リライト教材とは、母語で話の大枠（誰が、何を、どうした）を書いた母語リライト教材と、光元他

（2006b）を援用し、彼らのレベルに応じて難しいと思われる表現を易しい表現に書き換えた日本語リライト教材

の２つを用いるものである。活動前に、母語リライト教材を読み、その後、稿者とともに日本語リライト教材を

読み、質疑応答や話し合いをする活動をする。 
 



第 5 章 漢字能力 

月に１回「漢字産出トレーニング」を実施し、どのような漢字を日々習得し、どのように分類

しているのかを調査する。 

 

第 6 章 考察 

JSL の子どもたちに読書活動の空白の時間が生じてしまう要因として、「母語で書かれた書籍の

不足」「適切な日本語の書籍不足」「読書活動を通したやり取りの欠如」の３点が明らかになった。

さらに、その要因を取り除くため、日本語支援者ができることとして、「子どもと本との距離を縮

めること」、「読みたい本＝読める本を提供すること」、「本を通したやりとりを増やし、良いサイ

クルを作ること」を挙げ、その具体的な支援方法として、ダブル・リライト教材の使用を提案し

た。 

 

おわりに 

読書活動の空白の時間を埋めるため、KFD・KMJ には 1 年１ヶ月、KFY には 7 ヶ月の間、読む活

動を中心とした日本語支援を実施し、試行錯誤の末、ダブル・リライト教材を使用した活動に辿

りついた。日々、彼らの日本語は目覚しく成長していったが、学年相応の本を自力で読むこと、

また、国語科の授業にも参加できるようになったことに、ダブル・リライト教材が果たした役割

は大きかったと言えよう。 

しかし、ダブル・リライト教材を作成するに当たり、母語と日本語の２種類のリライト教材を

作成しなければならず、さらに彼らの母語に翻訳してくれる協力者をも探さなければならないと

いう問題点を抱えている。この問題点を解決するには、支援者同士のネットワークの構築が必要

不可欠である。今後、支援者および支援団体がネットワークを構築し、教材を共有しながら、試

行錯誤を重ね、教材の質を高めていくことが、よりよい日本語支援に繋がると考える。 
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